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1.
はじめに
《論文 お よ び 史料紹介 》 永井久一郎 と 専修大学創立者 た ち
平成
二三年二
月十九日、
「学校をつくろう」という映画が公開さ
れた。専修大学創
立一
三O
周年を記念し、
創立者
四人の青春時代を
描いた小説
『蒼翼の獅子たち』
(志茂
田
景樹著)
を原作として製作
された映画である。
幕末に生まれた創立者たちが戊辰戦争
・明
治維新という激動の時
代を経て、近代的な知識を身に付けるためにアメリ
カに
留学し、彼
の地で出会い友情を育む。そしてアメリ
カで
学んだ最新の法律学や
経 済 学 を日本の
若者に伝えたいと考え、帰国後、専修学校
(現
・専
修大学)
設立までを描いた青春物語となっている。
明治期に誕生した私立大学の創立者には、
海外留学を経験した人
物が多い。慶応義塾
大学の福津諭土口、津田塾
大学の津田梅子や同志
社大学の新島裏はもちろん、
中央大学、明治大学、法政大学の創立
者など数え上げ
ればきりがない。
瀬戸
口龍
一
(大学史
資料
課)
明 治
一三
年
(一八八O)
九月、日本において初めて誕生した法律
学および経済学を
日本
一語で組織的に教授する学校
・専
修学校の創立
者たちも映画にあるように明治初期に国費や藩費などでアメリ
カに
留学している。
明治国家が近代化を果たしていく課程において、幕末から明治期
にかけて 海外 へ 留 学した
日本人
た ち が 果 たした 役 割 が 非 常 に 大 きかっ
たという点については、これまで多くの人々が指摘してきた通りであ る 。 専 修 大 学 創 立 者 で あ る 相 馬 永 胤 、 田 尻 稲 次 郎 、 目 賀 田 種 太 郎 、駒 井 重 格 の
四人も
帰国後まもなく学校を設立するとともに、官僚と
して、時には民間人として日本の近代化に幾ばくかの功績をなした人物たちであった。
筆者は前号に収録した「駒井重格の軌
跡 」
ー
のなかで、創立者の
一人
・駒井重格の留学時代について触れ、どの学校で何を学んだの
か、さらにはいつ帰国し
たのかすら不明な点が多いと述べた。それ
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は他の創立者にも当ては
まる。その
ため
創
立者
たちの留学時代を明
らかにす
べ
く、同じく前号において同時代の海外留学生
・松
本荘一
郎の日記
「亜行日記」を史料紹介
した
ら
そこで本稿も同様の理由
から永井久一郎という人物が書き残
した日
記
を史料と
して、創立者
たちの留学時代を少
しで
も明らかにし
たいと考えている。
これ
まで
、
海外留学生の研究は多く、
石附賓氏
3、そし
て渡辺賓
氏4
などの詳細な研究によ っ て 、どのような人物がい つ 頃 、どこ
に、
何を目的
とし
て留学したのか、
また
明治政府の
海外留学に対する方
針や政策はど
のようなものであったのかということはある程度明ら
かになってはいる。
しかし
それらの研究は明治政府という送り出す
側からの視点が中心で、送り出された留学生 らの実態については残念ながらそれほど明らかにはなってい い。それは幕末から明治期だけに限ったとしても、相当数の
日本人が欧米各国へ留学
して
い
るた
め、
彼
らの一人一人を追うことが大変
難し
いという理由
からで
あろ う 。
それでも近年、留学生自体を追う研究も少なくはない。この時期
の海外留学生が後に政治家、
官僚、財界人と
して大
成した
人物も
多
いた
め、
個
人史的観点からその生
涯を取り上げ、
留学期の経験がど
のような意味を 持 っ た のかという こ と を
論 究 す る よ うな研究である 。
本稿も今後の創立
者 た ち の 研 究 に 活かす
べく
、まず
は実態のよくわ
かっていない留学時代を
みて
いくことと
したい。
2.
明治初年
の日
本における海
外留学状況
まず、幕末から明治
初期にかけての
日
本人の海外留学につい
て、
石附氏や渡辺氏による研究を
ふま
えつつ概観し
ておきたい。とくに
明治初期は海外留学に関する
政府の規
則の変更などもあり、永井や
専修大学創立者たちもそのため
に金銭的な問題や帰国などを強いら
れることになるからである。
日本人による本格
的な海外留学は幕末に端を発する。開国後の幕
府は条約改正を目的とし
て万延元年(一
八六O
)
に遣米使節団を、
文久元年(
一八
六一)
には遣欧使節団を派遣する。後者の派遣団に
は福津諭吉や箕作秋坪など後に洋学者とし
て名をはせる人物た
ち が
メンバーとして入っていた。
そして
文久
二
年、幕府は初め
ての海外留学生をオ
ラン
ダ
へ派遣す
る。その
目的は軍事技術の習得であり、
基本的には建造を依頼
した
軍艦の引き取りのた
めに
派 遣
し
た留学生に
竣工ま
で
の期間、実地訓
練を行うものであった。
また
慶応一
冗年(一
八六
五)
には
ロ
シアにも
留学生を送っている。
そのほか長州藩や薩摩藩も幕府に
は内密に藩士
たちを海外に留
学
させた。両藩ともにイギリスへ藩士を派遣
しているが、とくに慶応
元年、薩摩藩が
派遣
した
留学生は一九人にもおよんでいる。
このように諸藩が幕府の
禁令を無視し
て留学生を派遣するよ
うに
なると、幕府も慶
応二
年四月、ようやく海
外渡航の禁止を解く。こ
れに応
じて薩 摩 藩
や佐賀藩、加賀
藩などが幕府に派遣許可を
求め、
《論文 お よ び 史料紹介 》 永井久一郎 と 専修 大学創立者 た ち
多くの
若者たちが海外
へと
旅立ったのであ
る。
明治にな
る
と、留学生の数は格段に増
加す
る。
明治元年(一八六
八)
三
月に公布された明治政府の基本的方針を示した
「五箇条の誓
文」にも
「智識
ヲ世
界
-一
求メ、大
-一
皇基
ヲ振
起ス
へ
シ」とあ
るよ
う
に、近代国
家 を 担 う べ き 人 材 を 育 成 す
るた
めに政府も積極的に海外
への
留学を奨励する
ようになった。
明治
三年一
二月
にな
る
と、次のような規則が定められ
る。
長文に
なる
が、この時期の政府の海外留学に対す
る政
策を一
不す基本となる
規則であ
る
た め 全 文 を 紹 介 す
る。
海外留学規則一海外留学生徒
ハ、
都テ
大学管轄
ノ 事
但、大学
ヨ
リ留学免状井外務省
ヨ
リ渡航免状可相渡事
一留学中
、諸般
ノ事務
ハ都
テ
弁務使
ヘ
依頼シ、其指令
-一
従フ可
シ、且生
徒
ノ中人撰
ノ上生徒惣代
ノ者一人或
ハ
幾人、弁務使
ヨリ
可申付事
一留学生
ハ尊
卑ノ
別ナク
皇族
ヨ
リ庶人ニ至ル迄
都テ
被差許候事
一留学
-一
官 撰 ト 私 願 ト
ノ別アリ
、因
テ其規則
ヲ分
ツ
テ、之
ヲ提
示 ス ル 、
如左
官撰留学規則
一華族
ハ
太政官ニ
テ選挙
、大学生徒
ハ大
学ニ
テ選挙
、士庶
人ハ
其府藩
県ノ
庁一
一テ相選、其姓名
ヲ弁
官へ
差出、
許可
ヲ可
受事
但、藩庁
ノ選
一一
ヨ
リテ
可差遣生徒
ハ
大 藩 三 人 、 中
藩二人
、
小藩一人
卜其
員
ヲ定
ム
、尤小藩
ハ暫
ク其
便宜
-一
従
フベ
シ、
且藩
々
ノ都
合一
一ヨリ
申立次第、定員外
ヲモ
可被差許事
一士
庶人之内、府藩県学校井私
熟等ニ在
テ、学力抜群之者
ハ直
二大
学ヨ
リ選挙候儀
モ
可有之候事
一選挙
心得之事
生徒
ヲ
選挙ス
ル一
一 ハ
左ノ
三件ヲ精
細 ニ 検 査 シ
テ、其人
ヲ注
擬
ス
ベシ
第一、粟性誠実敏達
ノ者
ヲ選
ブベ
シ
第二
、年齢十六歳以上、廿五歳迄
一一
限リ選フ
へシ
但、
非凡俊
秀
ノ者
ハ
此限ニアラス
第二
一、和漢
ノ古典
・史乗等ニ略渉リ、
且洋
学モ一
通
リ 研 究 、
第一
其在留国語学ニ達スル者
ヲ選
フヘシ
但、非
凡俊
秀
ノ者
ハ
、洋文不解トイ
へト
モ時
宜ニ
ヨリテ
之
- 57 -
ヲ選
フベ
シ
一留
学々科
ノ事
学科
ハ
其人
才一
一依テ
可命事
モ
アリトイ
へト
モ
、通
常人
ノ望ミ
ニ任セ可差許事
但、普通学科成業
一一
至ラン
卜ス
ル前、其志ス所之専門学科
ヲ弁務使
へ
可申立事
一年限井
学費
ノ事
留 学 年 限
ハ
通常五年
卜相
定候事
学費
ハ
通常一
ヶ年
門U元
ト定メ、留学中一切
ノ諸費此内ニ
テ
弁 ス
へ
シ、尤往返旅費
ハ別
一一可
給候事
但、上程前、為支度料
〔〕可賜
事
右学費
ハ
毎 年 九 月 中
、大学ニ
テ其管轄
ヨ
リ受取、其十月
コレ
ヲ弁
務使
ノ 許
へ
可差送事
一上程井帰朝
ノ 事
生徒上程前、其地方
ノ氏神
へ
参拝シ、国恩報効
ヲ祈
念シ、神
酒ヲ
拝
戴シ
テ、国体
ヲ辱
メ ザ ル
ノ誓願
ヲ可立
、帰朝
ノ時亦告
費 ス
ベキ
事
但、東京
ヨリ
上程
ノ者
ハ神
祇官
へ
出頭、神殿
へ参
拝 ス
ベ キ
事
一留学中心得
ノ 事
留学中第
三 一
一一口行
ヲ慎ミ学
業ヲ
勉
ムルコト
ヲ専
一 ト シ
テ、決シ
テ国体
ヲ
汚候様
ノ所業有之間敷、万
一留
学中憾惰、或
ハ不
行
跡ノ
聞へ
有之者
ハ
、直ニ之
ヲ
呼一民シ、相当
ノ処口メ可申付事
留学中拝借金
ハ勿
論、外国人等
ヨ
リ借財イタシ候儀一切不相
成候事
私願留学規則
一私願之者、華族
ハ直
- 一
太政官、士庶人
ハ府
藩 県
へ願
立
候ヘ
ハ
其所
一一
テ、
一応其粟性
・身
体・
年齢井学業
ノ浅深等吟味
ノ上
差許ス
ベ
シ、検査甚タ厳
ナル
ヲ
要セス、
且
洋文不解者トイ
へ
トモ許
可 ス
ベ
シ、尤其管轄庁
ヨリ
直一
一大
学へ
達ス
ベ
シ、留学
中ハ
大 学
ノ管轄
トナ
ス
ヲ以
テ、官選同
様留学免状可相
渡、
且
外務
省ヨリ
モ
渡航免状可相渡候事
一年
限ハ
通常人
ノ願
一一
任セ候事
一学業旅費等私
弁勿論
ノ 事
但、一
ヶ
年大凡六七
百元以上
ヲ費
スニア ラ ザ レ
ハ、
留学為
シ難キ
ヲ以
テ、右丈
ノ費
ヲ弁
ス ル
コ卜
能ハザ
ル者
ハ
許サ
ス 、
且右
入費
ハ
官選同様
大学
一一
テ受取、弁務使
ノ許
へ
可差送事
一上程
・帰朝等
ノ規則、官選同様
ノ事
一南学中心得
亦官選同様
ノ 事
一諸官員
ノ 内 ニ
テ渡
航 、 諸 学 科 研
究可命者
ハ年
数ノ
多少
-一
不拘 、
質 問
ノ 名 義 ニ シ
テ別
ニ規則
アル
ベシ
一其外海陸軍生
徒並一時遊歴商法等
一一
テ罷越候
者モ
別-
一規則ア
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ルベ
シ
右之通
一一
候係、此旨相達候事。
この規則の特徴として、石附氏
は①留学生は以後、すべて大学の
管轄となること。②留学中の諸事務は
在外の弁務使(アメリ
カで
は
森有礼が赴任、それ以前は外務省が行っていた)が行い、留学生はその指令に服すること。③
「尊
卑ノ
別ナ
ク皇族
ヨ
リ庶民ニ至ル」ま
ですべて人民に留学を許可したこと、
などを挙げている60
そのほか官選留学生は
「和漢
ノ古典
・史 乗
」に
通じ
ていることが
挙げられ、私願留学生に至っては
「洋文不解者」
でも許可されると
いう
。つまり幕末の士
分教育を留学資格の基本としており、留学生
に士
族が多かった理由の
一
つをこの規則から見ることができる。
またこの「海外留
学規則
」公布に
先立
つ
明治
三
年二月には
全国
一五の大藩(この時期は一五万石以上)
に通達を
出し、
藩から
二人
づっ
海外視察員を派遣するように命じて
いる
。このように政府は積
極的に海外留学奨励策
を推
し進
めて
い
たことがわかる。
ところが、
明治四年
に派遣された
「岩倉使節団
」の現地報告を受
け、
政府は官費留学生を整理する動きを見せ始める。
明治六年一
二
月にはすべての官費留学生に帰国を命じたのである。その理由は一部の留学生
の怠
惰な
ど
が挙げられるが、
何と二一一口っても財政難による
もので、
と く に 明 治五
年、
学制を
公布
し、
国内教育に力を入れ始め
た政府にとっ
て、
留学
生への金銭的負担は非常に大きかったと言え
よう。
《論文お よ び 史料紹 介》 永井久 郎 と 専修大学創立者 た ち
この帰国命令によって帰国する
者、
命令に従わずアメリ
カに
残っ
た者、
また一端帰国するもの、
金銭的な
工面
を
つけ
、再
び留学する
者な
どが
次々とあらわれる。政府の方針転換は留学生にとっても大
きな問題となったのである。
本稿で取り上げる永井はこの帰国命令により学業半
ばで帰国、
専
修大学創立者の田尻稲
次郎はこの命令に逆ら
い、
アメリ
カに
残り、
地元の篤志家たちの援助によって学問を続けた。同じく創立者
・相
馬永胤は帰国後、
旧藩
主の援助を一党け、
再 び ア メ リ
カに
留 学
した
。
明治初期の海外留学生たちが政府の方針の転換に
よって右往左
往し
てい
たことがわかるだろう。
3 
「禾原
先生遊学
日誌」
および
永
井久
一郎
について
こ こ で 「 禾 原 先 生
遊学日誌」に
つい
て簡単に触れておくことにし
たい。
今回
紹介し
た日記は
『荷風全集
第一
三
巻 』
(岩波書庖
一
九 九
三)
に
収録されて
い
るものを底本と
して
使
用した
。日記の冒頭
に永井荷風の言葉で「こ
〉に
掲ぐる処の
日誌は、
明治
四年我が先人
禾 原 先
生年二
十 歳 始 め て 米 国 に 遊 学 せ られ
し時手記せられしもの也」
とあるように、
禾原先生こと永井久一郎が
明治
四年
(一
八七
一一)
、
二O
歳 の 時 に ア メ リ
カに
留学
し
た際に書き残し
た日記である。
『荷風全集
第一
三巻
』の後記には、
その初出が大正七年(一九
一一
月および一
二
月に発行された雑誌
『花月』第七号・第八
号と書かれて
い
る。また原本所蔵先に
つい
て荷風は何も触れて
いな
いが
、
残念ながら永井久一郎の伝記
『風樹の年輪』
7
によると失わ
れて残っ
てい
ない
とのことである。
一八)
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日記
は明治
四年
七月六
日か
ら同年
一二月
二 二
日までの約五
ヶ月
(途中、
記載月日を太陰暦から太陽暦に切り替
えて
い
るため)にお
よぶ。
横
浜からアメリ
カに
出発
し、
船内の様子、
サン
フ
ラ ン シ ス
コ
到着後の町の見聞録、
ニュ
ーヨ
ークま
での移動の行程、
そしてなに
より現地
で の日本人同
士の交流が事細かに書か
れて
い
る。この時期
の日本人留学生の動向、
そし
て見解を知ることのできる貴
重な
日記
と言えよう。
伝記
「風樹の年輪』および「慶応義塾出身名流
列伝』
8
を参考に
しな
がら作者の永井久一郎の経歴もあわせて
紹介し
ておこう。
永井
久一郎
は、
嘉永五年(一八五二)
八月
二日、
尾張
国愛知郡牛
毛荒井村(現・名古屋市南区鳴尾町
)に生
まれている。
永井家の祖
は天正一二年 一五八四)の長久手の合戦に武功をあげた
永井伝八
郎直
勝
であるという。
その直勝の庶子・正直が慶長二一年ご六O
七)に牛毛荒井村に居を構えたこと
がその始まりで、以後代々この
地で暮らした。
永井
は、
はじめ知多郡大高村(現・名古屋市緑区)の長寿寺首坐・
陽春和尚(後に漢学者として名をはせた青木可笑)に学び、
次い
で
尾張藩
に仕えた
儒学者
・鷲津毅堂の塾生となって儒学を修め、また
漢詩を森春濡(後に東京に出て、明治初期の漢詩壇をリードする存在となった
)に学んだ。
明治二
年二月には、新政府に招かれた
師・鷲津毅堂に従い京都へ、
五月には東京に移り、鷲津邸に暮ら
しなが
ら、昌平襲、箕作麟祥の
塾・共学社、そ
して慶応義塾で学んでいる。
明治三年には名古屋藩
の貢進生となって大学南
校
で学び、翌年藩命により二O歳でアメリ
カ に
留学
し、英
語と
ラテン語
を修めた。
取り上げる日記は
この
時の
ものである
永井久一郎
cw風樹の年輪』より転載)
が、
名古屋藩
も他藩
と同様に明治初期には何
人かの海外留学
生を
派遣している。『幕末明治海外渡航者総覧
』9
によると文久元年
(一八六一)
から明治四五年
まで
の期問、その数は一O六人
にもの
ぼる。国立公文書館に残る史料ω
によると永井
が留学した
明治四年
七月
には、永井のほか
柴田承桂(二
二歳
)、
小川錦吉(一八歳)、大沢良
雄(一七歳)、
山田鉄次(二O歳)、
鬼頭佐太郎(一二歳)の五人が
藩から留学生として選ばれたことがわか
る。
行き先は柴田と
鬼頭
は
ドイツ
、残り
の四人はアメリカであった。
名古屋藩士の海外留学
については、そのうちの一人でドイツに留
学した鬼頭佐太郎に関する加藤詔士氏の研究日があり、
これまで明
らかにされて
こな
か
った鬼頭の留学中の動向を知ることができる。
永井に話を戻す
と、アメリカから帰国した
のは明治六年
、外
務省
を希望する
も叶わず工部省に出仕となる。
工部省
二等少師、文部省
九等出仕
、同
医務局など
を経て、書籍館兼博物館勤務、八等出仕博
物館
書籍館
長補として現在の国立
国会図書館や東京国立博物館に繋
がる施設の創設に尽力した。
その後
は東京女子師範学校(現・お茶
の水女子大学)
で三等教諭兼幹事も
務めている。
明治一O年には、師である鷲津毅堂の二女・恒と結婚し、東京市
小石川区金富町(現・文京区春日二丁目)に新居を購
入。
明治一七
年には衛生事務視察のた
めに欧州を回り、
ロンドンで開催された万
国衛生博覧会には、日本代表として 席した。
帰国後
は帝国大学書
記官、さら
には共
立女子職業学校(現・共立女子大学)の創立にか
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かわ
り、
校長代理や監事役を務めた。
明治三
O年、
四五歳で文部省を辞し、
西園寺公望・
伊藤博文・加
藤高明らの斡旋で日本郵船上海支庖長となり、
単身赴任。ここで幼
少から学んでいた漢詩に再び打ち込むようになり
、多
くの詩人たち
とも交流をもった。
永井の漢詩に関する蔵書の多くはこの時期に購
入したもの
とニ
一一口われ
ている。
《論文お よ び 史料相介》 永井久一郎 と 専修 大学創立者 た ち
日本郵船を明治
四四
年、
五九歳で退職後は、
漢詩の創作・研究に
専念するほか、
文部省内に設けられた明治維新関係史料の編纂機関
「維新史料編纂会」の委員も引き受けている。
しかし翌大正
一元
年 十
二月
三O
日、
盆栽
を雪から守ろうと庭に降り
た際に脳溢血をおこし卒倒、
年を越した一
月二
日に亡くなった。正
四位に叙せられている。
なお、
永井久一郎の長男・永井壮吉が後に明治から昭和初期を代
表する作家となった永井荷風である。4.
日記
にみ
る永
井久
一郎
の経
済状況
ここからは日記の内容について触れていく。まずは当時の留学生
たちの経済状況を考えたい。
先に明治六年(
一
八七
三)
、留
学生た
ち に 一 斉 帰 国 命 令 が 、
政府の財政的事情
から出されたこと を述べた。
では留学生たちの経済状況がどのようなものであったかを確認しておく必要があるだろう。
永 井 の日記による と ま ず 、
明治
四
年七月一日に名古屋藩より
アメ
リカ
留学の藩命を受ける
と、
大学南校の貢進生を辞
退し、
同月六日
には浅草瓦
町にあった藩主邸を出て横浜に行き、
早くも一O日には
アメ
リカ
に向けて出発している。
彼の伝記「風樹の年輪』には出発前の
明治
四年
六月六日、
次弟の
冬季三
郎に宛てた次のような書簡が載せられているロo
今の様子にては来月上
旬横浜開帆、
メ リ
ケ
ン打向相発可申候、
其節迄太抵御家督の手順に相運よ候得は大慶に奉存候
ー殊
に一
先帰省仕度候へ共、
其儀不能由、
当月に至り命令相下り居、
手
順の由小生も来廿日より両国辺江下宿仕度存
居候、
同行
人ハ鬼
頭 佐 太 郎 、
柴田承桂、
小川斜吉、
大沢良雄、
山田鉄治に御坐候、
少くとも一
二ヶ
年留学可仕定、
小生帰邦の後は政体も一変、
猶更
得意天と奉仕居候
ここには渡米の
一ヶ
月前には命令が下っていたこ
と 、
また
三
年間
は留学が義務付けられていたことが記されている。そして帰国の頃には日本も大きく変貌しているだろうから
、国
家に奉仕したいとい
- 6 1 -
う希望
も述べられている。
そして、
この手紙に は 続 け て
「其余何にも不相持候年給は八百ド
ルより千ドルの間随分活計
可相立と奉存居候」
と あ り 、
留学中の年
給 は 八 0 0 ド ルから一000ドルで
あったことがわかる。さらに同
書には
「就而は藩邸より御当手金二
百両拝賜
の積
に御坐
候処
百円
よ
り不被下候由甚困却候
」と名古屋
藩から渡航の手当金として二00
両をいただけると思っていたが一OO円だったとある。
石附氏の研究
n
に よ る と 、
明治六年の段階
で、留
学生にかかる
費
用は文部省予算の
一割以上にものぼ
る国家にとって非常に大きなも
ので
あった。またすべての藩が藩費留学生に手当金を渡していたか
どうかは不明だが、名古屋
藩はもちろん廃藩置県前の府藩県も当然
ながら財政難に苦しん
でお
り、そ
の負担は重く、だからこそ永井へ
の手当金も一OO円だったと思われる。
それ
でも
永
井は渡航準備に
費用がかかり、
二
五O両ほどの送金を郷里
に向け懇願したよう
であ
るはO
留学準備にも当然ながら莫大な費用がかかっていた。
日記に
目を向けてみよう。九
月二一日
(太陰暦)
条には
「夜白峯
兄ニ托シ、金
ヲ弁
務 使
一一
借
ラン
コトヲ
欲
ス」とある。続けて同月二
三日
条には
「帰路白峯
ヲ問
ヒ拝
借金
ノ事
件
ヲ托
ス」
、さらに一一月
二二日
(太陽暦)
条にも
「書
ヲ
ワシ
ン ト ン
ニ
寄セ
テ
拝借金
ヲ迫
ル」
とある。「白峯
」に
つ
いては後述するが、このように永井が滞在費
に困
窮していることがわかる。
実は永井を含む、この時の
五人の名古屋藩留学生たちは政府から
支給される留学費用に未払いがあったの
だ。明治四年七月、政府は
廃藩置県を断行する。これによって永井たちは留学費用を政府から支給されるようにな
る。加藤氏によると、この官費の支給も財政難
のためか滞りがち
であ
ったという
目。名
古屋
藩留学生のうち
ドイ
ツ
組の柴田と鬼頭も含めて六名は愛知県庁を通して政府に訴え、彼らに不足金が支給されたのは左の
史料日
にあるように明治五年八月の
こと
で
あ っ
た
。
文部省伺
日耳目
受留学生
・柴田承桂始六名、去辛未七月渡
航ノ
節、旅費不
足分御渡万
ノ儀
別紙甲印
ノ通
愛知県
ヨ
リ申立候、其内米国留学
生・
山田鉄治外
コ一 名
不足分
ノ儀
ハ
、去六月乙
印ノ通
既
-一
伺 済 相
成、
一人
一一
付
九拾
弗ッ
、
御渡可相成候処、最前県庁ニ
テ金三
百
六拾武両壷
分 、 永 五 銭 八
厘七毛宛
相渡候趣
一一
テ員
数致相違候 問 、
右員数
ヲ
定則旅費洋銀
四百
五拾弗
ノ内
ニテ
引
去、残分洋銀八拾
七弗六拾
九銭ト畳分宛御渡相成候様仕度、
且又
柴田承桂
・鬼
頭
佐 太
郎儀
モ
同様欧州旅費定則洋銀六
百廿五弗
ノ内
、最前県庁
ヨ
リ渡高金四百七
拾七
両二
朱、永四銭四厘
六毛引去、残洋銀百四
拾七
弗八拾
三銭
宛
御渡相成度、
此段
更ニ相伺候也
町制省自作
この史料には、本来、永井らアメリ
カ留
学生には九0ドル支給さ
れる筈
で
あったが、愛知県庁から支給した分が違っているの
で、差
額の八七ドル余を支給するとある。これは
日
記にあるように永井ら
が何度も拝借金の請求を政府に催促した結果
であ
ったと思われる。
「米国公費留学生会計規則
」げ
によると
、第
三僚
に
「新約克府着
七日
後ヨリ
定 リ
ノ
堂書簡 事 館
ヨリ
可受取」
と あ る よ う に 、 堂費 は ニ ュ ー
ヨー
クの
領事館
で
受け取ることになっている。
また第五僚
には
「学
資渡方
ハ毎
ゴプヶ
月卜
定 ム
ル 事
」 と あ り 、
年四
回支給されるなどの規
則が定められていた。こ
の規則に
つ
いてはその後、細部に
つい
て の
変更が行われるが、
渡航費用は
日本
で
、そして学費は現地
で、窓
口
ワ山円hU
は領事館、留学生を管轄するのは文部省が派遣している弁務使という方針は変わっていない。
だか
らこそ永井は弁務
使や
ワシ
ントン
に
宛てて拝借金を願っているのである。
同じく
「米国公費留学
生会計規則、
には渡航費用が記されてい
るのであわせて紹介しておこう。
第十
一、右何誰事、明治五年正
月 十日文部省
一一
於
テ留学申渡シ
候、明治五年三月一日横浜港
ヨリ
米
国コ
ロラ
ト船
へ
乗込、米国
へ罷
越候
-一
付 費 用
相渡如左
一支度料
トシ
テ
一上等
ノ船賃横浜
ヨリ
サン
フランシス
コ迄
フじ
米 金
二
百五十元
米金十五元
《論文 お よ び 史料紹 介》 永井久一郎 と 専修大学創 立者た ち
一サ
ンフランシス
コ三
日滞留
ノ費用
一サ
ンフランシス
コヨ
リ新約克迄路用
一新約克府七
日滞留
ノ費用
永井の日記にもその名前が登場する
明治
三 年 九 月 に ア
メリ
カに
渡
航した松本壮一郎の日
記ω
には日本からニュ
ーヨー
クま
での運賃が
記されている。そこには「汽船上等切手
」は二
五O元、
「汽車中等
切手」
が九三
元 と あ る 。
つまり横浜から
サン
フランシス
コま
での船
賃 が 二 五 O 元 、
サン
フランシス
コか
らニュー
ヨー
クま
での汽車賃が
米金百六
十 一 冗
米 金
一 一十元
九三
一元 で あ っ た こ と が わかる。
永井にかぎらず、留学中にかかる費用については留学生、そして
政府にとって非常に重要な問題であったことが、この日記からも再確認することができた。
5日
記にみる
相馬永
胤と
田尻
稲次郎
アメリカ
に留学するために永井と同じ船に乗っていたの
が専修大学創立者の一人
・相馬永胤であった。そのほか海軍官員で
造船修行のために留学する
丹羽雄
九郎(佐賀藩
) 、
大蔵
省運上所
出
仕 の 佐藤百太郎(佐倉藩 )
、華頂宮
付 き 人 の 安藤直五郎(鹿児島
藩 )
、
山内一太郎(神奈川)
、そして尾張
藩留学生の五人が乗っていた。
相馬永胤はもともと、先に挙げた大藩が派遣した海外視察員とし
て大東義徹(後に衆議院議員と
なり、第一次大隈内閣に
おいては法
相を務めた)とともに渡米する予
定 で あ っ た が 、 出 航 に 間 に 合 わ ず 、
改めて藩の留学生としてこの時、永井らとともに渡米した。
この時 、日記 の七月
三O日条では 、
サン
フ ラ ン シ ス
コ
に お い て 永 井
・柴
田・
相馬の三人で夜、牡
慣を食べに行ったことが書かれている。永井ら
一行は八月二日には
運上所
規
則調査のために渡米していた柳谷謙太
郎(後の
サ
ンフランシス
コ領
事)
および相馬と別れて、ニュー
ヨー
クへ
向かっているため、以後、日記に相馬の名前を見ることができ
ないが、相馬が書き残した自伝
『相馬永胤翁懐旧
記』
の記述をこの
史料から裏付けることができた。
「懐旧記
」 却には次のような記載を
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見ることができる。
此航海
ノ同乗者中
一一
ハ
、佐藤百太郎、丹
羽 雄 九 郎 、 安藤直五郎、
永井久一郎、小川鋪吉氏他
ノ日
本
人数名アリ
タリ。其内佐藤百
太郎 氏
ハ
、最幼年者
ナ レ ド
モ、
再 度
ノ渡米
一一
テ英
語ハ達
者一
一 テ 、
彼ノ
地ノ
事情ニ
モ
通シ
居 タ レ
ハ万
事同氏
ノ 世話
一一
ナリタリ。
そして八月
二日
、永
井らと別れた後
は、
サン
フ
ランシス
コの
対岸
オ ー
グ
ラ ン ド に あ る
カリ
フォ
ル ニ ア 大 学 の 教 授
「 ド
クト
ル・
カア
ル 」
の家に寄宿して英語の勉強をしたと
「 懐
旧
記」にある。
また、この
日
記に相馬以上にその名前がたびたび登場するのが、
田尻稲次郎である。実
は明
治四
年(
一八
七一
)時
期の田尻稲次郎の
留学中の動向もあまりわか
って
いない。田尻が
刑 部 省 の
「国法民法
課勤学」
としてアメ リ
カに
渡
った
のは明
治四
年一
月のことで、本人
の言葉を借りると次のようになるも
貢進生に
なっ
て居
ると、間もなく米国へ遣られた
。向
ふ
へ行く
と直ぐ
紐育在の或る学校に送られた。
どうも此
処で
は子
供扱
ひ
に す る の で
、之で
はい
かぬと
一五ふ
ので、其処を辞してニ
ユブ
ロ
ン ス ウ
ツキ
の大学の予備校に
入っ
た。
此処では
当り前に取扱っ
てくれたけれども学
風が思
は
しくない。
亜米
利加で学校の善い
のは
北 東 で あ り ま す 。
故に幾許もなく
コネ
クチ
カッ
ト州
の教育
掛理事
の
ノルス
ロッ
プ
とい
ふ人
に
逢っ
て、実
は日
疋れ
/\の
学
聞をする為にやっ
て来たのであるから、善い学校に世話をして
呉れと一
五ふ
ことを言っ
た。処が其の男が
ハ1
トフォ
ルドの高等
学校に世話をして呉 ました。
これ
は
田尻が自ら生まれてからアメリ
カに
留
学し、帰国するまで
について講演した際の
一部である。このように田尻がニ
ュー
ヨー
ク
の学校を辞めて、ニ
ュl
ブラ
ンズウ
ィッ
クの
グラ
マー
スク
ー
ルで勉
強してい た こ と
は わかるが、その詳しい様子を知 る
こ と
は
で きない。
永井の日記に田尻の名前が登場するの
は、
八月
二ハ
日のこと
で 、
「夜白峯及田尻
ヲ問
ヒ留
学地
ノ巨細
ヲ問
フ
」と
ある。
永井が白峰と
田尻に対して留学地としてのニ
ュl
プラ
ンズウ
ィッ
クの
印象を尋ね
ていることがわかる。
ここにある白峰と
は、
幕末
に坂本龍馬率いる海援
隊の隊士として
活躍した白峰駿馬のことであ
る。
明
治二年
、同
じく元海援隊士
・菅
野覚兵
衛ととも に ア メ リ
カに
留学し、ラ
トガ
lス大学やニ
ュー
ヨー
ク海
軍造船所にて造船術を学
ん
だ人物である。官野の名前も日記に
よく登場する。
そ の 後 、 八 月
二五
日に 永井
はプ
リ ン ス
トン
から ニ
ュl ブ ラ
ンズウ
イツ
クに
住居
を 移 す と 、 田 尻 の
名 前 が 頻 繁 に日記に登場 す る よ う に
なる。
一週
間に
一度は彼
らは
顔をあわせている。
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一O
月一
七日に
は現地
の書屈で、ウ
ィル
ソン
の
『万国史』を購入
し、その翌日に
は「
午後大塚
・田
尻両兄
ト万
国 史
ヲ会
読ス」と あ る
ように、永井、
田尻、大塚の
三人
で
『万国史』の会読も始める。大
塚 と
は大
塚綴
次郎のことで、
佐賀藩出身、田
尻と同じく刑部省から
万国公法を学
ぶた
め に ア メ リ
カ
に派遣されていた。渡航時期も田尻
と同時期である。
永 井
は
白峰の紹介でニ
ュl
ブラ
ンズウ
ィッ
クに
部
屋を借りた際、
同じ家に住ん
でいたのが大塚であ
った
。
明治初期における
『万国史』
は
パlレlが書いたものが有名
であ
る。パ
lレ!の
「万国史』
は、
当時の日本で最もよく読まれた教科
日本人
書の
一つで、日本に関する章も収録されてい
る。そこに
は、
は今や諸国民の
歴 史 を 学
ぶこ
と
に貧欲で
「はるか彼方より、ほかな
らぬ
この
『万国史』を
二百
、四
百、いや六
百部と注文してくる」
n
というような記述も見られ
る。
当時の世界史としては珍しく、
ア
J ν
ア、アフリカ
などを含めて地域別に、地理教育にも目配せを施しな
がら各国史を語るという体裁を取って
おり
、
商法講習所
(現
・一
橋
大学)
や慶応
義塾、東京専門学校
(現
・ 早稲田大学)
などの教科書
として使用されていたのも
この
パlレlの
『 万 国 史 』 で あ っ た 。
では、
ウィル
ソン
の
『万国史』とはどういうものであろうか。
実
はこの
ウィル
ソン
の
『万国史」
は大学南校で使用されていた教
科書
であった。
明治
三年
間三月
に出された
「大学南校
規則、
第二五
条
《論文 お よ び 史料紹介》 永 井久一郎 と 専修大学創立者 た ち
は次のような条文である。
一普通専
門
ノ 課 業
大凡左
ノ如シ
普通科
初等
綴字習字単語会話
ベ
ランシュl人名
数学加減乗除
八等
文典
英ク
ワヮ
ケンポス
小
仏ノ
エル
シヤプサル小
圭 会
取 話
数学分数比例
七等
文典
失ヲ
ワソケン
ポス
ト八
仏ノ
ヱルン
ヤ
プサル
ト八
地 理
り央
ゴル
ドスミ
ゾ卜
仏ゴルデ
ゾベ
ル
和文
ヲ英
若ク
ハ
仏文
一
一翻
沢ス
翻 訳数学開平開立
六等
万 国 史
"央
ウィル
ソン
仏ヂ
ュ
ルヰ
小
作 文代 数
五等
究 理 書
"央ク
ヴケン
ボス
仏力
ノ
束 臆幾 何 学
この
時期、
大学南校は、
外国
人教師
による外国
語の課程である
「正
則元
日本人教師による
日
本語の課程である
「
変則」から構成さ
れ、外国語学
・西
洋地歴
・数学などを科目とする
「普通科
」修了
の
のち法理文の各
「専門科」に進学する
こ
とになっていた。
この
普通科
の教科書として使用
されていたのが
、ウ
ィル
ソン
の
『万国史』だった。
大学南校はすべて英語もしくはフランス語の原
書を教科書として使用していたため、
この
ウィル
ソン
の
『 万 国 史 』
も当然、翻訳本ではなく、原書であったと思われる。
さらに、
慶応義塾もこのウィルソンの『万
国史』を教科書として
使用していた。
明治四年四月、
東京府に提出した「私学慶応義塾開
業願、からは当時の慶応義塾の授業内容を知ることができるが、塾生は正則科本等第二年の第一期においてウィルソン『万国史』を学んでいたことがわかる。
ちなみに正則科は修業年限七
年。
うち三年間を「予備等」、
四年
を「本等」としていた。
さらに一年を三期に分け、
第一期の期間は
八月下旬から十二月下旬であった。
この「開業願」によるとパlレlの『万国史』は予備等初年第一
期に学ぶことになっていたこともわかる。
つまりパlレーよりウイ
ルソンの『万国史』の方が難しかっ を意味している。
永井、
田尻、
大塚の三人は留学前に大学南校で、
また永井と
田尻
の二人は慶応義塾で学んでいた。
つまり彼らはウィルソンの『万国
史』をすでに学んでいたものと思わ
ニュープランズウィック予備校
(�風樹の年輪』より転載)
れる。
しかしアメリカに来てまだ日
も浅いこともあり、
あえてまずは慣
れ親しんでいる のを会読用の教科書として使用したのではないだろうか。
いずれにせよ田尻のニュlブラ
ンズウィック時代の生活の一端 知ることができる。
そのほかこの永井の日記には田尻
が日曜学校に通っていたことも書かれている。
また一二月三O日条
には「午後兄ト田尻ヲ問フ、
田尻病ニ臥セリ、
此ニ於テ談ズル、
少
時兄ノ机上ノ日誌及新聞雑誌アリ、
欣然開テ之ヲ見ル
皇朝ノ形勢
組知ル一一足ル」
とあるように田尻は病に伏せっていたことがわかる
が、
なにより田尻は新聞や雑誌によって日本の状況を知ろうとして
いた様子もこの日記から知ることができる。
6 
ニュ!プランズウィックに集まる日本人留学生たち
日記を見るとわかるように永井の当初の留学の地は
プリンストン
であった。
しかし田尻や白峰と相談しニュlプランズウィックで学
ぶために転居している。
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ニュlジャージー州ニュlプランズウィックは明治初期、
最も日
本人が多く集まった町である。
羽田積男氏ぉ
によるとこの地にやっ
てきた日本人は、
明治維新までに二三人、
明治元年(一八六八)()
七年までに約三四人であ という。
そのほかお雇い外国人・グリ
フィス
は明治一八年までに約三O
O人、
この地で留学生の受け入れ
を行っていたフェリスは約五OO人と述べている。グリフ
ィスやフェ
リスが述べ
る数が必ずしも正確でないにしても、
相当数の日本人が
ニュlプランズウィックを訪れていたことは間違 な
中でも有名なのが、
慶応三年(一八六七)に福井藩初の海外留学
生としてラトガ1ス大学に留学した日下部太郎 ろ
う。
日下部は
成績優秀にして、
四年間の数学の課程を三年間で習
得。
成績優秀な
ニュープランズウィックの日本人留学生たち
(W男爵山川先生伝』より転載)。 上段の右
から3番目が田尻稲次郎
大学生や卒業生に贈られる名誉ある賞・ファイベータカッパ賞の初代受賞者の一人にもなったが、
肺
結核に倒れ明治三年、
彼の地にお
いて二六歳という若さで没した。日下部の墓は今もラトガlス大学にある。
その後も松方コレクショ
ンで有名な松方幸次郎、
そのほか
勝海舟の子息・小鹿や岩倉具視の
子息・具定および具経など政府
の高官の子息たちもこの地に来てい
た。
この大学がもともと改革派教会によって設立された大学であった
日本に多くの
《論文および史料紹介》永井久一郎と専修大学創立者たち
こともその理由の一つであろう。
改革派教会は当時、
宣教師を派遣していた。
ブラウン、
シモンズ、
人物たちである。
彼らによって多くの日本人がこの地に送り込まれ
フルベッキといった
るようになったため、
このように日本人が多かったと言われている。
ちなみに専修大学創立者 一人・駒井重格は日本でブラウンから
英語を学び、
その縁でラトガlス大学で学んだと思われる。
ブラウ
ンがフェリスに対して宛て 駒井の紹介状が残って り、
駒井の留
学は日本人がニュlブランズウィックへ赴く際 パターンの一つであったとも言えよう。
永井の日記はこのニュlブランズウィックの日本人留学生の様子
をよく伝えてくれる。
明治四年時、
ここニュ!プランズウィックに
いた人物たちを永井の日記から拾い上げてみると、
杉浦浩蔵(鹿児
島藩・畠山義成
の変名)、
菅野一覚、
白峰駿馬、
伊勢佐太郎(横井
小楠木の甥)、
種田清一(鹿児島藩
)、
最上五郎(同)、
原忠順(佐
賀藩)、
国司健之助(山口藩)、
安藤直五郎(鹿児島藩)、戸田氏共
(大垣藩主)、
田尻稲次郎、
大塚緩次郎、
龍小二郎
(岩倉具経の変名)、
南部英麿(南部藩主・利剛次男)、
奈良真志(南部藩)、
山川健次郎
(会津藩)、ハ〈口元道之(薩摩藩)
などがいた。
そしてここに永井・大
沢・小川が加わったことになる。
もちろん日記に名前の挙がった留学生全員が常に行動
をともにし
ていたわけではない。
日記で永井が頻繁に会っているのは同藩の大
沢や小川、
そして会読を行っている田尻と大塚である。
しかしこの
場所にいた日本人は何らかの繋がりは持っていただろう
し、
ある種
の日本人コミュニティが形成されていたことも間違いないだろう。
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その意味で留学生の 記や手記 日本人ネットワークを考える際の重要な史料となるだろう。7 .
お わ り に
本稿では永井久一郎の留学日記をも
とに、
当時の海外留学に対す
る政府の方針、
そして留学生の実態を簡単ではあるが述べた。
留学
生の実態を見るうえで日記は有益な史料であり、
今後は他の日記と
あわせて見ていくことで、
その様子を明らかにしていきたいと考え
ている。できれば当時の留学生が何を学び、どのような人と繋がりを持ち、それが近代日本の政治や経済、教育にどのような影響を与えたのかを明らかにできればと思っている。
本稿はその手始めと言
える。
永井と創立者たちが帰国後、どのようなかかわりを持ったのかも
今後の課題であ る
。帰国後、永井は小石川に
居を構える。その隣に
は田尻稲次郎、そして駒井重格が住んで
いた。何の繋がりもなかっ
たとは思えない。
またこの日記に名前は出てこないが、
創立者の一人
・日
賀田種太
郎とも永井は繋がっている。永井の在米
中の明治六年(一
八七
三)
春、日本人留学生によって
「人力社」という結社が設立される。
「人力社」とは
「本邦は勿論、世界の大勢を論
議し、各自修むる
所の専門的智識を傾倒して、
社会の改良、
国益の増進を
計るの目的、
で組織された。
明治初期は、このような結社が国内外においておび
ただしく設立された時代でもあっ
た 。
「結社の時代」とも言えよう。
その後、この結社は場所を日本に移し、昭和初期まで続いた。そ
れほど長く続いたという意味では、非常に珍しい結社と言えるかもしれない。
彼が在米 中 に こ の 結社に参
加したかどうかは不明である
が、
明
治二
三年
に は 、 水 井 が
メ
ンバーであったことが確認できる。こ
の 結社の初期からのメンバ
ーに
相馬永胤、そして日賀田種太郎がい
る。
このような留学生たちの
ネット
ワーク
がどのような意味を持つの
か、それも今後の課題である。専修大学も
「日本法律会社」という
留学生たちが在米中に設立した結社が母体となって誕生したことを考えると、その
ネット
ワーク
は非常に大きな意味を持つと考えても
良いだろう。
本 稿 は 永 井 の日記を中心として、
明治初期の留学生について考察
したが、『風樹の年輪』
には
「禾原目記」
といった史料名も見るこ
と が で き る 。 書 簡 や 手 記など永井に 関 す る 史料が残っ て い るならば、新たに創立者たちとの関係を調査することが可能となるだろう。もし永井久一郎に関する史料情報を
ご存
じ の 方 が い
ればヂ
ニ
報願う次
第である。
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渡者の
「渡
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こと
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古屋藩留
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専修大学大
学史資料課
蔵)
。
この
史
料は
相馬永胤が
晩年に 書い
た自
叙
伝で
あり
、平
成9
年に
専修大学年史資料室
より
「相馬永胤翁懐
旧記
翻刻版』
と
し
て翻
刻版
も刊
行
され
ている
。
幻田
尻先生伝記及
遺稿
編纂会編
『北
雷田
尻先生伝記
上巻』
(田尻
先生伝記及遺稿
編纂会
一九
三三
)三
∞ ∞
幻『
慶応義塾百年史
上巻』
(慶応義塾
一九
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匂 企ヂよNω
お「
大学南校規則」
(東京大学総合図書館所蔵)
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)
(東京大学総合図書館所蔵)
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田積
男
「日
本の近
代教育
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トガ
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ス大
学」
(『
日本大学人文科
学研究所研
究紀要』
一九
八三)。
そのほ
かニ
ュl
プラ
ンズウ
ィ
ッ
クと
日本
人留学
生
の関
係に
つい
ては
、塩崎知日
『ア
メリ
カ
「知
日派
」
の起
源ー
明
治の留
学生
交流
謹l』
(平
凡社
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二O
O 一
)
にも
記さ
れている
。
お『
男爵
目賀
田種太郎伝』
(故目
賀田男
爵伝記
編纂会
一九
三八)
日) ∞。
《史料紹介》
禾原先生遊学日誌こ〉に掲ぐる処の は、明治四年我が先
人禾原先生年二十歳
始めて米国に遊学せられし
時手記
せられしもの也。雁皮紙横
綴
の手帳に 表紙 は
皇暦明治四年辛未七月
永井匡温渡洋日誌
西暦一
千八百七十一
年八月
と記され、本
文の初には唯「航渡日誌」となされたり、原文は
漢文 仮名交り文とを随意に併用せられたれど、倉皇の際手記せられし日誌な ば間々読難き処あるを以て、今悉く仮名交文になしぬ。
明治四年辛未秋七月朔、臣福米国留学ノ藩命ヲ辱シ、大学南校貢進生ノ任ヲ辞シ、同月六
日ヲ以テ東京藩邸ヲ発シ横
浜一一赴ク、同行柴
田承桂、鬼頭佐太郎、小川鍋吉 大沢良雄、山田鉄治ナリ、送ル者藩吏・平野勝太郎及用友・
太田軍治郎、伊勢錠五郎、同鍬十郎、佐
藤駒治郎、丸山瀧治 、山本殉庵、及松江藩・井川進土口、本石町四丁目刀屋・足立屋彦治郎等 馬車ヲ連ネ発程ス、則文明開化 景況ヲ覚ユ横
浜一一着ス、日既ニ没ス、弁天通
丸岡ナル旅宿一一就テ宿ス、
此タ旅装ヲ弁ジ且旅費ヲ分割ス、甚勿忙蓋十二(子後平野 丸山 及
鈴木鍛助花廓-一至テ一
宵ノ夢ヲ
買フ、予柴田及伊勢両子トコ一子ノ跡
ヲ問ハント欲シ、花廓一一至リ、茶庖ヲ捜索ス、尋得ズ空シク帰宿ス
記者日、東京藩邸は名古屋藩主・徳川公浅草瓦町の邸をいふ也。京浜間鉄道の開通せし 明治五年なるを以て、此時
一行
は馬車
にて横
浜に到
りし也。大学南校
は神田一ツ橋現
時商
業学校の在
る処なり。
日誌中
時間を記するに
時に当つるに{子を以てせり、
敢て改めず。
七月十日、則西暦一
千八百七十一
年八月二十二日、天晴レ秋暑猶強
シ、朝国幣ヲ以テ
洋銀一一換ン卜ス事急-一
弁ゼズ、平野・鈴木、及尾
張屋八右衛門力 尽ス、予輩
志水大参事ノ寓居一一至リ別ヲ告グ、蓋
参事及小野権少参事帰藩セントシテ、知
多丸ノ出港ヲ待テ此一一滞ス、
第十一宇水野少参事、予輩ノ旅行
李ヲ管シ船ニ赴ク、予輩及平野・
鈴木・尾張屋等第十一
字半米国飛脚船・支那号ナル大火輪一一上ル、
水野先一一在リ、送テ
波戸場-一至ル者伊
勢両子、佐藤・太田・丸山・
加藤金治郎・山高武八・浅 某也 同船渡航スル者同藩五名、及海軍官員縦賀・丹羽雄九郎防耕、
大蔵省運上
所出仕・佐藤百太郎粧倉、
華頂宮附安 直五 掛刷、彦根藩遊学生・相馬信一郎、神奈川・山内一
太郎也、十二字大砲一
発黒畑空ニ上リ、火輪賑転港ヲ発ス、諸
兄ト子ヲ分ツ、暗涙挟ヲ泊ス、国ヲ去ルヲ
愁ヒズ、只我任ノ重ヲ愁
ル也、夕陽浦賀ヲ過グ、風波漸強シ八日、大風疎雨、船揺ギ人酔フ予等絶食ス九日、晴風波漸静ナリ、予等食堂一一赴ク 柴田・山田猶絶食ス
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十日
、
晴波収
リ、
船
一一 坐シ
テ飲
食平
生ノ
如シ、
夜甲板上
一一月ヲ看
ル、
一望
走然其潤
キヲ
知
ラズ
十一
日、
晴波議最
静ナ
リ、
太平
海
ノ名一一
負カ
ズ
十二
日、
昨日
ノ如シ、
夜月色清朗
十三
日、
昨日
ノ如シ
十四日
、
昨日
ノ如シ
、
郷書ヲ作
ル、
蓋 飛 脚 船
ノ逢
着ヲ待
ツ也
十五
日、
晴夜月清朗、
酒ヲ甲板上-一酌
ム、
東京中元児女之戯ヲ想像
ス十 六
日、
陰天朝九字駿雨
少シ
有ツテ
止ム
、
秋 炎
漸ク
強シ、
夜葡萄酒
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ヲ喫
ス快
甚シ
十七
日、
晴晩
順風帆ヲ張
ル、
此タ邦人来集雑談中宵ヲ徹
ス
十七
日、
晴風波梢強
シ
十八
日、
昨日
ノ如シ、
船揺
グ
十九
日、
昨日
ノ如シ
二十
一日、
陰天
二十
二
日、
晴、
夜二
字飛脚船
日本号
ナル
モノ
ニ逢
フ 、
起テ
甲板
- 一 上
ル、
月色霜
ノ如
ク船
燈
花ノ如シ、
船ト船
相
去ル
コ卜凡
半里程
ナリ
、
支那号小舟ヲ下
シ平
安ヲ報ジ
、且
書信ヲ
日本
号
ニ送
ル、
小舟
帰リ至
ル、
日本姻花
二発二州ノ姻
花ノ如シ、
支那
一発之
一之合
フ、
蓋シ相
逢
ノ例
ナラン
、
船々
共-一分
ル、
此際横浜ヲ去
テ以
来 苦
々空中ヲ
行クガ
如シ、
今夕
初テ他ノ船
一一 逢フ
、
喜 悦
甚シ且
ツ聞ク、
邦人加賀某及三
四名
日本
号一一
駕シ
テ帰
朝ス
卜
二十
三
日、
晴
二十四日
、
晴
二十
五
日、
陰午後晴
二十
六日
、
陰
二十
七日
、
陰
二十
八日
明 陪
九一山
、姻
霧 疋
々、
第二
字 陸 ヲ
見ル、
手ヲ拍
テ喜
ブ、
則 ゴ
ルデ
ンゲ
lトナリ
、
忽サ
ンスラ
ンシス
コノ
港ニ
着ス、
同士
ブ
ルl
ク
ス出
迎え運上所柳谷某亦
来ル、
グラ
ンド
ホテル
一一投
宿ス、
邦人来
リ問
フ者
数多、
彦根
藩二名
、
東京府商社
三名
、
多喜誠輔等
来リ問
フ、
午食ヲ喫
ス、
食堂宏麗亦恐
可シ、
佐藤一一
従ヒ
カリ
ホル
ニヤ
町仕立
屋
ニ至
リ、
衣服ヲ命
ズ、
冠及ビ襟ヲ得
テ帰
ル、
夜入浴甚
快シ、
蓋舟中
浴セ
ザル
ガ故
也、
此都府最新
一一 テ急
一一宏
大卜
ナル、
方今屋{子壮麗市
街雄還
見ル
ベシ
記者日、
冠及襟
は帽
子 及
カ
ラア
等の
ことなるや
三一口ふ
に及ば
ず。
二十
九日
、
晴霧
フル
、
蓋此土常
一一 霧フ
ル卜
云フ
、
朝山
口藩
・三隅
市
之助来
訪ス
、
旧友
ナリ
、
仕立
屋来
テ予
ヲ
誘ヒ、
彼ノ家
一一至
リ衣
服ノ
大小ヲ試
ム、
午後博物園ヲ見
ル、
万邦
ノ動物及植物皆
此ノ
一小
区中
ニ集マ
ル、
一時電瞥驚惇
ス、
一休
ス、
茶庖有
リ、
氷牛酪ヲ喫
シテ
帰
ル、
夜諸
子ト同
ジ
ク劇
場
一一 至ル、
男ハ
男ノ技
ヲナ
シ、
女ハ
女ノ
技
ヲ
ナス
、
瓦斯燈千点実-一美
観ナリ
、
山田
疲
労シ
テ独
先
ニ臥
ス、
夜再ビ
多妻誠輔
・武
藤某
・安
藤・山
内・
佐藤等
卜南京蕎 麦 庖 - 一 至
リ喫
飯ス、
其ノ味
東
京ニ号
事タ
リ
一時電瞥以下
数字意明ならず、氷牛酪はアイスクリームなり。
三十日、晴、諸子ト同ジク造幣局及紡織ヲ見ル、皆汽器数副数万人ノ力作ニ換フ、実-一人智ノ窮ル所ナリ、夜相馬・柴田ト牡嘱ヲ喫ス八月朔、晴早起 ブルlクス及岩山壮八郎
融制、柳谷某・岩田俊定
融不、同行
十一名ト同ジク合衆国船将某ト同ジク川蒸気船一一乗ジ、
海防ノ砲台ヲ巡見ス、五百ポンドノ大砲ヲ試ントスレドモ霧アリ危難ヲ恐レテ果サズ 又別島ノ台場ニ赴ク、兵士音楽ヲ調べテ饗応ス、隊長某ノ家-一就テ蒸餅ノ一
切ヲ喫シ飢ヲ凌デ帰ル、夜邦人来リ
握別
記者日、蒸
餅の一
切は通
常の食麺麹かトーストの事なり。
一一
日、晴早起、第八
字ホテルヲ発セント欲
ス、ブルlクス及相馬・
柳谷等来テ手ヲ分ッ 岡士書記・タlルフ・予等ヲ送ル、馬車一一就テ発程ス、入江ヲ横
切リヲlクランドニ至リ、タールフト別レ鉄車
ニ上ル、其ノ急驚ク可シ、ラスロップニ至ツテ午食ス、一
日夜行ク
コト五百里程ト云フ三日晒
暦九
刷
十七問、晴沙漠塵竣畑ノ如シ、
路傍インヂヤン人種穴居
ス、婦人児ヲ負ヒ来往ス、猶合衆国史ノ図ヲ見ル如シ四日、
暁ヲクデンニ達ス、晴天美日、車ヲ代フ、此日デヴイルスゲl
トノ山水奇一一シテ好シ五日、晴、一
日
平原又岡ナリ、牛羊ヲ牧スルコト多シ
六日、晴 ヲ
マハニ至ル、車ヲ代フ
、ミツソリlノ大河ヲ渡ル、路
紅葉青山ノ間一一入リ最佳趣ヲ覚
ユ、此日車中
一一飯食ス
七日、
暁車
ノ
窓戸ヲ開ケパ則ボーリングトン也、三(子半チカゴ府一一
達ス、ミシガン湖ノ風
景最好シ、チカゴ人某来テ予等ヲ迎フ、蓋同
士ブルiクスヨリ先知スルガ故ナラン、馬車ニテ府ヲ過ギ、而シテ汽車ニ
上ル、平原三十里方皆麦畝也、一
豪農ノ管下ト云フ
八日、晴、ピツビユルグニ到テ午食ス、此府製鉄所及汽車ノ往来多キニヨリテ「スムlクシチ
l」、則姻府ト一五フ、路山隈-一入リ屡山
腹ヲ穿ツ、霜葉微紅、此朝霜降ルコト多シ九日、晴、朝第九字ゼルシ
イシチlニ到ル、
ホドソン河ヲ横テ紐約
克大府一一達シ、ブロードウヱ1セントニ ラスホテルニ投宿ス、屋(子五階ナリ 丹羽雄九郎・柴田承桂・鬼頭佐太郎英国一一赴カン卜欲ス、此日
第一
宇飛
脚船発スト云フ、急ニ旅装ヲ調シ、米幣ヲ以テ英
金ニ代へント欲ス、事勿忙成ラズ、郵便一一托シ、日耳目受ニ贈ランコ卜ヲ約ス、三子則チ発ス、予輩送テ海岸-一
到ル、大西洋潤だ船艦幅
鞍ス、三子ト子ヲ分チ賠然トシテ帰ル 而シテ
華頂宮ヲブルック
リンニ訪フ、
宮親シク予輩ヲ書室ニ
引シ談
時ヲ移ス、来逢スル者
藤森某及柳本直
太郎也、来ツテ我寓
ヲ訪フ者八戸鉄三郎叫閥、馬込
為助蹄也十日附暦九J昨卜四川、晴 森少弁務使華盛頓ヨリ到ル、安藤直五郎ノ招ニ応ズル也、佐藤 小川ト同ジ
ク松本桂太郎ヲ日耳蔓病院一一間フ、
師一見制淵刊叫、
松本左脚腐
ス、
依テ斬
ス卜云フ、蓋
何ノ病根ナルヲ
知ラズ、子遊冶大酒ヨリ起ルト惣像ス、又恐ル可シ、子活溌ノ才子一面
知ル可シ、途中馬車ヨリ下リント欲シテ誤テ地一一落ッ、小川亦
之ヲ
同フシ
テ一笑
ス、
セン
トラルプア
ーク
ヲ遊
賞シ、
氷牛酪ヲ喫
シ
テ去
ル、
林札
四郎
網 岡来リ泊
ス
十一
日、晴 、森
・佐 藤・安
藤・山
田・
小
川・大
沢ト同
ジ
ク造
幣寮
及
大蔵省ヲ検閲
ス、
十二
字予等旅
装
ノ設
ケ
有ルガ
故ニ諸
君ニ先
ダツテ
帰ル、
卜ル
ンク
及 諸 品 ヲ
得タ
リ 、
此夕鹿児島藩
・種
目清一
、熊本藩
・
伊勢某来宿
ス、
予及小川
・大
沢プ
リ
ンス
トン
ニ赴
カント
決ス
、佐藤
・
山田
ブルク リン
ニ留
ル、
紐約克府
ノ宏
大素ヨ
リ筆
紙ノ尽
ス能
ハザル
所ナリ
記者目、
トル
ンク
は寸
E
DW旅行
李の事
なり
、
明治
初年我邦英
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学者
の発
音は現
時と梢異
る処あ
り。
プリ
ンス
卜ン
はハ
ドソ
ン河
の右
岸ニ
ユlゼ
ル
シl
州の
一邑にし
て大
学あ
り。
十二
日、
陰天、
朝発
セ
ント
欲シ
テ果タ
サズ、
佐藤
・小
川・大
沢卜同
ジク
書
林ニ至
ツテ経
済書及地図ヲ
得テ
帰ル、
畷雨忽至
ル、
偏傘ヲ得
テ馬
車
一一 上
リ、
ゼル
シlシチ
l
ニ到
リ汽車
ヲ
買フ
、
佐藤
・山
田送
テ
此ニ到
ル、
大沢
・小
川卜同ジ
クプリ
ンス
トン
ニ赴
ク、
雨止
ム、
大統
領ドク
トル
メコl
シ
ノ家
ヲ問
フ、
ドクト
ル予
輩ヲ
導キ
徳島藩
・高
某、
山田要三及
福井
藩
・山
岡某
ノ寓-一
到ル、
則 ヲ
l
ルド
セチ
l也、
師大
ニ懇
信ヲ尽
ス、
山岡一一避遁
シ旧
ヲ話
シ大
ニ解
顔ス
、
此タ
ミ
ストル
コ
ルト
ン及
邦人
卜同
ジク
ドク
トル
ノ家ニ
テ夕
食ス
記者日。
大統領
ドクト
ル
メコ
lシ
とあるは
プレシデン
トの
直訳
にし
て校
長の事
な
るべし。
十三
日、
晴、
朝ミイセ
スメ
コ1
シ来ル、
共ニ道
具ヲ買
フ、
一字
ヨリ
二字
マデ説
法ヲ聞
ク
十四日
、
朝第九字大沢良
雄ト
携ヘ
テ汽車
ヲ買
ヒ、
イキ
ニ至
ル、
第十字杉浦浩蔵
・菅
野一
覚 両 君 ヲ
訪フ
、
白峯駿馬
・伊
勢佐太郎
・種
田清
一・
最
上某
・原
某・国
司某
・安藤
直五郎
至ル、
蓋
シ杉
浦君帰朝
スル
故
也、
安藤
ニ托
シ書
及時計ヲ佐藤百太郎一一寄
ス、
午食
ス、
第二字白 峯
ニ従
ツテ医家-一
至ル、
大沢診ヲ
乞フ
、
帰路
スキ
ュー
マン
スト
リート四
十九
番ニ
至リ
、一
房ヲ借
ル、
大沢病ヲ以
テ此
地ニ滞
ス、
第五字
二十
五
分車ヲ買
ヒ、
プリ
ン
ストン
ニ帰
ル、
月晴朗
十五
日、
晴、
三字
コルト
ン先
生ノ
家
一一
至ル
、
小川卜同ジ
ク始メ
テ教
ヲ一党
ク
十六
日、
晴、
房中諸具全
ク備
ル、
二字
コルトン
先
生一一至
リ教ヲ一党
ク、
タ五
字車ヲ買
ヒ、
単身
ニユ
1ブラン
スウ
イキ
ニ赴
夕、
車中
コルトン
ニ逢
フ、
翁近村一一赴
ク也
、
夜六字大沢
ノ寓-一到
リ
一宿
ス、
夜白峯及
田尻
ヲ
問ヒ
留学
地ノ
巨
細ヲ問
フ
十七
日
間一酎問
、晴
、一
日無
柳滞
在ス
、
白峯兄至
ル
十八
日、
朝プ
リン
ストン
ニ帰
ル、
小川
トニ
ユlプラ
ンス
ウ イ
キニ
至
リ菅
野ヲ
問フ
、
而テ
大沢
ノ寓
一一至
ル、
第二子白峯ヲ問
ヒ我
輩ノ
挙動
ヲ議
シ事
決ス、
電信ヲ以
テ森
弁務使
ノ所在ヲ紐約克
セ
ント
ニ
コラ
ス
ホテル
一一 間フ
、
在ラズ、
又電信ヲ以
テワ
シ
ント
ン公
使
館ニ
問フ
、森
在リ
ト報
ズ、
書ヲ以
テ転
移
ノ事件ヲ
告グ、
此タ歯痛終夕不寝
二十日
、
暁同寓
ノ
スチル
マ
ン来
リ、
薬ヲ
与へ
ラル、
則眠-
一就
ク、
十
字眠ヨ
リ覚
メ、
餅ヲ食
ス、
床ヲ辞
ス、
夜散歩牡嶋ヲ喫
ス
ニユ
l、
フラン
スウ
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記者口、
餅は
パン
の事
な
るべし。
二十
一日、
朝飛脚屋
一一至
リ、
森ノ報
室目
ヲ得
タ
レドモ
事
弁ゼ
ズ、
十一
字白峯至
ル、
予 ワ
シン
トン
ニ至
ツテ
森一
一面
談ス
ル
ニ決
ス、
夜十字寓
ヲ発
シ車ヲ待
ツ、
十二字
前四分
鉄 車
一一 乗ジ
、
一夢
忽 ワ
シ
ントン
ニ至
ル、
己一
一朝七字也
記者日、
飛 脚 屋
は郵
便局
の事
な
るべし。
二十
二
日、
朝細雨着
々、車
ヲ下
リ、
馬車ヲ買
ヒ、
公使
館ニ
至リ
、森
先生及
高木三
郎ニ逢
ヒ、
プリ
ンス
ト
ンヲ
退キ他
一一 転
ゼン
ト 欲
スル
コ
トヲ
議ス、
森先生同処
一一 至
テ事
ヲ決
セ
ント
云フ
、
朝飯ヲ
喫ス
、
十 一
字安藤及柳谷ヲ
Fス
トリート
ニ問フ
、
柳谷
在ラズ、
安藤在
リ、
談時
ヲ移
ス、
十二字
辞シ
テ去
ル、
デlプ
ット
ニ至リ
買車
、終
日細
雨止
マ
ズ、
夜九字
一一 ユlプラ
ンス
ウイキ
ニ至
ル、
雨甚
シ
記者日、
デl
プットは
り8
2に
て停
車場
なり
。
二十
三
日、
晴、
朝プ
リン
ストン
ニ至
リ、
安藤
ノ書
ヲ
ブルク
リン
ニ寄
ス、
兼テ
山田
鉄 治
一一 寄セ
タル
ノ書ナ
リ、
沫浴
シ、
而シ
テ小
川
・大
沢
ト同
ジ
ク小
真ヲ写
ス、
夜菅野及
田尻
ノ寓
ヲ問
フ
記者日、
小真ヲ写
スは
写
真を撮影せ
しこ
となる
べし、
田尻は
今
の法
学博士
・田尻子爵
な
り。
二十
四日
、
日曜
日無事タ六字寓ヲ出
デ、
小川
ト同
ジク
プ
リン
ストン
ニ帰
ラントス
、
途中プ
リン
ストン
ニ至ル分
道ノ
デlプl
ニ車
ヲ待
ツ、
一字
間胃
空シ
ク殆
ド窮
ス
二十
五
日、
晴、
森弁務使
ノ至ルヲ
待ツ
、
第十字森
氏メ
コl
シ先
生ノ
家一
一至
ルト
報ズ
、
喜ン
デ至
ル事
弁ズ
、
二字
半森先生去
ツテニユ
lヨ
ルク
ニ赴
ク、
予等
ト
ルン
クヲ
調ス、
第三
字コ
ルト
ン先
生
一一至
テ握別
ス、
帰路
メ
コl
シ先
生
一一至
テ握別
ス
皇国製
ノ茶
ヲ
呈シ、
勿々
セミ
ナリl
ニ帰
リ、
山田
・高・
山岡三
子ト手
ヲ分
チ、
第五字
車
一一 上ル、
鉄 路 電
ノ如シ、
第 六 字 - 一 ユ
1プラ
ンス
ウイキ
ニ達
ス、
此タ始
テ快
然
タル
ヲ
覚 ユ
記者
按ずる
に禾
原先
生プ
リンストン
の学
校に留
る事
を欲
せず
ニ
ユlプラ
ンス
ウイキ
に転
校せ
ん事
を欲
せら
れしも
のと見え
たり
、
如何な
る理由
に
や窺
知りが
たし
。
思ふ
にプリ
ンス
トン
大
学は宗
教臭味
の甚
し
き処
先生
之を
欲せ
ざりし
が故な
るべ
き
か。
二十
六日、
晴、
午後白峯兄ヲ問
ヒ入
学ノ
事件ヲ依頼
ス、
夜兄至
リ、
日ク
今夕弁ゼズ
明日
来ル
可シ
ト
二十
七日
、
細雨、
午後白峯兄ヲ
問フ
、
夜白峯
・小
川卜同
ジク
プ
ロへ
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ツソル
ライ
リ1
ノ家ニ
至リ
入
学ヲ乞
フ
二十
八
日、
晴、
二字白峯兄ヲ
問フテ
衣庖
ニ至
リ、
衣服ヲ命
ズ、
価五
十五弗
也、
郷 書 ヲ ワ
シ
ントン
ニ寄
ス
二十
九日
、
晴、
夜散歩
九月
朔日
、
晴、
夜散歩、
大沢
・小川
卜氷
牛酪ヲ
喫シ
テ帰ル
一一目、
日曜日晴
、
タ独歩牧場
一一 至ル、
夜 膝
雨至
ル
三日
、
陰天細雨屡
至ル、
午後晴、
小川
ト白
峯兄
一一 従ヒ
シャ
ープ
ノ 家
ニ至
リ、
私課
ノ時間
ヲ
約ス
、
戸田
氏共
銃一
一一 逢フ
、
夜散歩、
書林
一一
至リ
課
書 ヲ 得
テ帰
ル、
高木来宿
ス
四日
、
晴、
第四
字小
川ト
シャープ
ノ家
一一至
リ教
ヲ受
ク、
タ散歩、
高
木黙
シテ
去ル
五日
、
晴、
受教
六日
、
晴、
受教
七日
、
第一
戸
子白峯兄
一一 随ヒ
我房ヲ借
リ
ント
欲シ、
ミセ
スサ
クウ
ツ ズ
ニ至
ル、
老嬬予
一二房ヲ
一不シ
テ日ク、
一週ノ
間其価食物ヲ合
シテ
十
弗 也
ト、
予去
ラ
ントス
、
福田
ク価ヲ滅ジ
テ八弗半-一
為サ
ント
、
依テ
明日
来ル
可シ
ト約シ
テ去
ル、
第四
字教ヲ受
ク
此日晴
(未完)
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〔一
九一八
(大正七)
年二
月一
日
「花月」〕
八日
、
晴、
テー
ブ
ル及ラ
ンプヲ
得、
入浴
シ
テ帰
ル、
月報ヲ払
テ、
pp
冨
mwM1 0・
Z0・ 怠∞岳己円2E
SP
・ヲ
辞シ
去リ、
∞。尖君。
。 (円 ∞ け
ニ書
房ヲ定
ム、
房美且
ツ潔
、
大塚緩治郎同家
一一 寓ス
、
夜小川
・大
沢
至ル
記者日、
小川
・大沢
二氏
は禾
原先生
と同じ
く名
古屋
藩 貢
進生
な
り、
大沢良雄
は帰
朝後幾
何な
らずし
て病没せ
りと
いふ
、
小川鍋
吉氏
は現
在明治製糖会社
の社
長な
り
九日
、
日曜日、
晴、
大塚
兄ト
同ジ
クソン
デl
スクール
一一 至ル、
経典
ヲ読
ムノ
師
ハ冨5・ZR
ミ
也、
国司
・田尻
両子同ジ
ク至
ル、
課後小
川・
大沢
ノ寓
一一 至ル、
山田鉄
治写真ヲ贈
ル、
此タ老極及家族
ト経
文
ヲ読
ム、
而シ
テ神
歌ヲ
唱フ
、
毎夕以
テ例
卜為
ス
十日
、
晴、
小川
卜同
ジ
ク大
塚兄
ニ従
テ小
学ニ
至リ
、
入学
セ
ント
欲ス
、
ラlリ
l先
生
及シャ
ープ
先
生予
等ヲ導夕、
龍小治郎君亦予
ノ為
ニ紹
介ス、
予輩三
等級
一一 入ル、
学校規則及課書
ノ名
ヲ
問フ
、
第一宇
退散
ス、
小川
ト同
ジ
ク書
林
一一至
リ書
ヲ得、
夜再ビ小川
ト同
ジ
ク経
典及字
典ヲ
得テ
帰ル
十一
日、雨
、
第八字
出
校ス、
晩 第
四字私課ヲ
務ム
、
数学最
難キ
ガ故
也、
大沢
良雄亦今
日ヨリ
英学ヲ始
ム
十二
日、
雨、
出校、
午後私課ヲ務
ム
十三
日、
雨、
正私両課ヲ務
ム
十四日
、
雨、
正私
両課ヲ
務ム
、
夜雨晴
レ、
月色清朗秋気骨一一透
ス、
郷園ヲ
思フ
コ卜
甚シ
十五
日、
第十字私課ヲ
務ム
、
午後小川
・大沢
卜散
歩、
夜再ビ散歩
シ
テ牡
蝦 ヲ
喫シ、
小川
ノ房
一一 至
リ夜
話
ス
十六
日、
日曜
日、
晴、
第九字ソ
ンデl
スク
ール
ニ出
校、
帰路小川ヲ
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問フ十七
日、
晴、
正私両課ヲ務
ム、
黄昏合衆国史及作文等ヲ得
テ帰
ル、
夕第六字半門ヲ
出デ、
油ヲ
得テ帰
ル
十八
日、
晴、
課業
常ノ如シ
十九
日、
晴、
課業
常ノ如シ、
私課此
日ヨ
リ隔日
ト為
ス
二十日
、
晴、
出 校
二十
一日、
晴、
正私両課ヲ
務ム
、
夜白峯兄-一
托シ、
金ヲ弁務使
一一 借
ラン
コトヲ
欲ス、
兄ニ
ューヨ
ーク
ニ赴キ
テ不
在ナリ
、
大沢
・小川ヲ
問フ
、
両子亦不在、
休浴
シテ
帰ル
二十
二
日、
晴、
午後小川
・大
沢ヲ
問テ
帰ル、
夜白峯兄ヲ
問フ
、
復不
在、
大小両子
ト散
歩
ス
二十
三
日、
日曜日、
晴、
朝第九字
ソン
デl
スク
ール
ニ出
席シ、
帰路
白峯ヲ問
ヒ拝
借金
ノ事
件ヲ
托ス
、
田尻
ノ病
ヲ
問フ
ニ兄
午睡
シテ
戸ヲ
開カ
ズ、
空シ
ク 帰ル、
此日
皇朝
変革
廃藩
ノ 報告ヲ聞夕、
喜ブ
コ卜
甚シ
記者日、
明治史要
ニ 幸未
七月十四
日詔
シテ
列
藩 ヲ
廃シ
テ悉ク県
卜為
ス、
乃チ
各藩知事ヲ御前
ニ召
シ、
聖旨ヲ親
諭シ
テ、
其職ヲ
罷メ、
特一
一勅
シ
テ島
津忠義
・毛
利一
冗徳
・鍋島直大
・山内豊範
ノ
版 籍 奉 還 ヲ 首
唱セ
シヲ
賞シ、
又徳川義官
一・
細川護久
・池
田慶徳
・
蜂須賀茂詔
ノ建
議其当ヲ得
タル
ヲ
嘉
奨ス
、
辛未十
一月海
内三府
七十
二県ト
ナシ
、
郡県
ノ制
始テ定
ル 一五々
二十
四日
、
晴、
正私
両課常
ノ如シ
二十
五
日、
晴、
出校前医家
ニ至
リ、
歯痛ヲ医
セ
ンコ
ト ヲ 請
フ、
医薬
ヲ与え午後薬ヲ試
ント
欲ス、
老姫 及
チヤ
lレ
1 来ツ
テ日ク、
歯痛
ヲ医
セ
ント
欲ス
レバ、
須ラ
ク歯医
一一 就
クベ
シト
、
依テ
チヤ1
レl
ト
歯 医
ニ至
リ、
我 腐 歯 ヲ 抜 夕 、
血流
ル、
コ卜
盛ナリ
二十
六日
、
正私
両課常
ノ如シ
二十七
日、
出校、
夜時計屋
一一至
ル
二十
八
日、
細雨
糸ノ如
シ、
正私両課ヲ務
ム
二十九
日、
晴、
朝日沫 浴
ス、
大沢
・小川
卜同
ジク
夜一一入一ア散歩
ス、
牡
嘱ヲ
喫シ両
子ノ寓
一一 至
リ
旧遊ヲ話
ス
九月二
十
九日
、
日曜日
匁唱均
一一叫んか弓缶
、西
暦十
一月十六
日、
晴、
ソンデ
1
スク
ール
ニ出
席セ
ント
欲ス、
肌膚粟ヲ生ジ
、寒
威骨
-一
徹ス、
蓋シ風
邪
ナラント
、
忍デ至
ル、
二子午飯ヲ
喫ス、
堪ユ
ル能
ハ
ズ就
床ス、
熱気
甚シ、
眼膝
牒ト
シ
テ酔
中ノ如シ、
老橿予ヲ
待ツ
コ卜
至レリ
、
夜医師至
リ、
薬 ヲ 与
フ
十三
日、
晴、
病床一一就夕、
大沢
・小川至
ル
十四
日、
風雨、
病林-一就
ク、
タ大沢
至ル、
夜医至
ル、
老嬬介
抱ス
ル
コト
実-一至
レリ
失
十五
日、
晴、
病林-一就
ク
十 六
日、
陰天漸雪、
口口口口猶病林-
一在
リ
十七
日、
屋外
ノ雪比一ア力白
シ、
病起散歩
シテ
書林-一至
リ、
ウィ
ルソン
万国史ヲ得、
帰路菅
野一
覚
・伊勢佐太郎ヲ
問フ
、両兄帰朝
セ
ントス
、
握別
ス、
夜大沢
・小
川至
ル
十八
日、
晴、
朝小川
・大沢ヲ
問フ
、
此日小
川Z
0 ・ N
P S
S2・
ニ転
寓ス
、
菅野兄
ノ 旧房也、
書 ヲ
日
耳目支
ノ柴
田
・鬼
頭
及ア
ンド
l プル
ノ
新島七
五
三太
一一 寄ス
、
午後大塚
・田尻
両兄
ト万国史ヲ会読
ス
十九
日、
日曜日、
陰天
ソン
デlスク
ール
ニ出
席、
小川
ノ寓
ヲ問
フ
二十日
、
雨、
正私
両課
常ノ
如シ、
タ覆履
ヲ
得タリ
、
電信
ヲ以
テ森
先
生ノ
所
在 ヲ ワ
シ
ントン
ニ問
フ、
第九字
在リ
ト報
ズ
二十
一日、
晴、
出校午後小川ヲ
問フ
、
書ヲワ
シ
ントンアンド
lプル
及ブ
ルタ
リン
ニ寄
ス
二十
二
日、
晴、
正私両課常
ノ如シ、
大沢至
ル、
共
一一 小
川ノ
房一
一至
ル、
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同ジ
ク散
歩ス、
書ヲ ワ
シ
ントン
ニ寄セテ
拝借金ヲ迫
ル、帰
路シ
ドル
酒ヲ得携、
帰リテ
私
カニ
一飲
ス、
一酔 歎
ジテ
日ク
、
鳴呼皇朝干城
之
士来
ツテ
外国一一留
リ、
異宗
ノ教ノ為
一一公然金樽
ノ美
酒 ヲ 倒
シテ
国風
ノ正
歌ヲ
唱ス
ル能ハ
ズ、
鳴呼予業
成ル
ノ後
帰
邦セ
バ必我邦
ノ教
ヲシ
テ海外万国
ニ施
シ、
我意気ヲ
シテ
一朝
伸シ
ム
ルコ
ト能
ハズパ、
死ス
トモ
眼
目
セザ
ルベ
シ
二十
三
日、
晴、
出 校
二十四日
、
雨、
正私両課
常ノ
如シ、
夜散歩、
ポスト
ニ至
ル、
大沢ヲ
問フ
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二十
五
日、
晴、
朝日体浴
ス、
田尻
君至
ル、
午後第三
字万国史ヲ
会読
ス、
白峯
・国司
至ル、
少シ有
テ、
白峯復山
田鉄
治ヲ携
へ至
ル、
子 ヲ 拍 テ
喜ブ
、
黄昏
モ
1リ
ス先
生ノ
家ヲ
問フ
ノ約
アリ
、
大塚
・国司
兄卜同
ジ
ク先生ヲ訪
フ、
山田独
我一房-一在
リ、
予帰
ルコ
卜第
八字、
則山田
ト小
川ヲ
問ハ
ント
欲ス、
途中小川
・大沢両子一一逢
ヒ同
ジ
ク散歩、
大沢
ノ
房ニ
至リ
、
葡萄酒ヲ得テ
諸子
卜夜
話
ス、
山田予
ノ房
一 一 宿
ス
二十
六日
、
日曜
日、
晴、
朝山
田ト同
ジ
ク南部
・奈良及山
川ヲ訪
ヒ、
而テ小
川兄
ノ家ヲ訪
フ、
大 沢
先
ツ在リ
、
共ニ
旧藩ノ愚
事ヲ話
ス、
第
十 字
山田ブ
ルタ
リン
ニ帰
ラン卜ス
、
子ヲ送テ
デl
ポl
ニ至ル、
午後
小川
・大沢至
ル
二十
七日
、
晴、
出校、
午
後宮吋
→F
Oロ∞Oロ
ヲ
旧与え
・問 。EM--∞
同050
ニ
訪フ
、
羅典、語ヲ
学バ
ント
欲ス、
此日
始
テ課業ヲ定
ム
二十
八
日、
出校、
午後
ジヤ
ンソ
ン
ノ房
一一至
リ、
ラテ
ンヲ
学
ブ、
小川
出 デ
ズ
二十
九日
、
出校、
大塚
・小
川・
大沢
卜同
ジ
ク夜散歩、
牡嘱ヲ喫
ス
三十日
、
、ESE
自
己口問(門戸
可 、学校休業
ス、
朝第 九 字
四十分後大塚
・
小川
ト同
ジ
ク鉄車ヲ買
ヒ、十
一字新約克一一
達ス、
此朝寒気甚
シ、
馬
車ヲ買
ハン
ト欲
シテ
果サズ、
走ツ
テセ
ン卜
ニコ
ラスホ
テル
ニ至
ル、
少時
ア
ツテ渡
来ノ
邦人
及臼・。・出
。君。
江口問ヲ
ホフ
マンハ
ウス
ニ問
ハン
卜欲
シ、
馬車ヲ買テ忽
ポーリング
ニ至
ル、
不在、
邦人
十一
名ノ
ミア
リ、
今利県貫
属福
田某
・古
川某
・行謙九郎
・園城寺某
・島
某・木
下
某・鶴
田某
・横
尾某・杉
某・倉
永某
・古賀久平
・鹿児
島県人両名至
ル卜
雄、
既 - 一 近 傍
ノ都府一一赴テ在
ラズ、
中島某
・八戸
欽三
郎及邦人
両三名在リ、
柳谷亦
至ル、
且国
司・
山川
及林等亦至
ル、
談時ヲ移
シ
テ帰
リ、
午食ヲ喫
シ、
電信ヲ以テ山
田鉄
治ヲブ
ルク
リン
ニ問フ
、黄
昏山
田
及安藤至
ル、
此 - 一 一於 テ
両子
及八
戸同行、
三子
卜同ジ
クネプ
ラ
スガ
ルデン
ノ劇
場一一至
ル、
劇場中美人山
ノ如シ、
就中技者実一一美
ニ
シテ
且
ツ艶
ナリ
、
連舞踏歌
ス、
英雄
ノ鉄
心腸モ復
鉛ス
、
旅 館 一 一 帰
ル、
既ニ
十一字
、
夕食ヲ喫
シ就
寝ス
十二
月
第一
日、晴
、
朝大塚兄
ホフマ
ンハ
ウス
ニ至
ル、
予輩
ハ山
田ト
同ジ
クブ
ルタ
リン
ニ至
リ佐藤百太郎ヲ問
フ、
兄在-フズ
、林
札四
郎在
リ、
ペヤ
ボント
ホテル
ニ投
宿ヲ
約シ山
田ト
分レ、
午食ヲ
喫シ、
第三
宇山
田ヲ問
ヒ、
共一一佐藤ヲ問
ヒシ
ガ佐
藤未
在ラズ
空シ
ク 帰
ル、
夜佐
藤来テ予
ノ旅
館ヲ問
フ、
少時
シテ
山
田葡萄酒ヲ携来
ル、
此一一於テ
シ
ャン
パ
ンヲ
喚ビ、
談一
室ヲ
震ハ
シメ
、
両壷数客ヲ酔
ハシ
ム、
予平生
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東京
ニ在
テ一
飲数壷ヲ
倒ス
、
酔フ
モ未
八四日
テ顔
色ニ潮
セズ
、
然リ
ト難
酒量大
ニ減
ジ、
大酔殆
ド快哉ヲ
覚フ
、
佐藤
・山田去リ、
三生林
一一 就
ク、
東河ヲ隔
テ、
紐約克ヲ
望メバ
、
千 燈
花ノ如シ、
此 府
ノ繁華実
一一
見ル可シ、
酒醍
テ燈
残
ス、
悦惚故郷ヲ思
フ
一一
日、
晴、
山田至
ル、
第九字旅
館ヲ出ヅ、
南部
・白峯両兄此館一一在
リト
聞キ驚
テ両
子ヲ見、
子ヲ
分ツテ
去
ル、
山田送
テセ
ルシ
1シ
チ!
ノデ ポl
ニ至ル、
馬車第十二
子ニ
ュlプラ
ンス
ウイキ
ノ我
寓ニ至
ル
十二
月三
日、
日曜日、
晴、
ソン
デ
lス
クー
ル
ニ出
席、
田尻
君ト同
ジ
ク帰
寓
ス
四日
、
晴、
出校
五日
、
晴、
出校、
タ五字
ジヤ
ンソン先
生ノ
房
一一 至
リ、
ラテ
ン 語
ヲ覚
フ六日
、
晴、
正私
両課常
ノ如シ
七日
、
雪三
四寸、
正私
両課
常ノ
如シ、
午後放晴
八日
、
晴、
出校、
夜小川ヲ問
ヒ薩
人谷本某
一一逢
フ
九日
、
晴、
小川至
ル、
共一
一ジ
ヤ
ンソン先
生ヲ
問フ
、
不在
空シク
帰ル、
休浴
ス、
午後田尻
・大塚兄
ト同ジ
ク万
国史ヲ
読ム
、
後両兄
ト白
峯ノ
寓ニ
至ル、
土 倉 某
・野村及有
地在リ、
兄等将
一一 帰
朝セ
ントス
十日、
日曜日、
ソン
デl
スク
ール
ニ出
席ス
、
田尻
ト同
ジ
ク白
峯兄
ノ
一 房
ニ至
ル、
土 倉
・野
村兄
ハ国事ヲ話
ス、
午後原保太郎
至ル、
大塚
ト
同ジ
ク散
歩シ、
氷ヲ
渡
テ帰
ル
十一
日、晴
、
出校、
午後小川
・原
ト同
ジ
クジヤ
ン ソン
ノ 寓ニ
至ル、
兄在
ラズ空シ
ク帰ル
十二
日
、
晴、
前日
ニ同
ジ
十三
日、
雨、
正私
両課常
ノ如シ
十四日
、
朝晴、
正私
両課常
ノ如シ、
微 雪
紛々
忽陰忽晴、
夜大塚
ト田
尻ヲ間
フ
十五
日
、
正私両課
ヲナ
ス
十六
日、
晴、
大塚
ト同
ジ
ク出
寓沫
浴ス
、
午後回
・大両兄
ト万国史ヲ
訪問
ム
十七
日、
日曜日、
ソン
デl
スクール
ニ出
席、
夜寓居
一一 少年
・処
女及
大塚
ニ従
テチ
ヤル
チニ
至
ル
十八
日、
晴、
正私
両課常
ノ如シ
十九
日、
雪、
正私両課常
ノ如シ
二十日
、
晴、
出 校
ス、
長谷川雄
郎ト
ロイニ
在テ
死ス
ト聞キ忽
退
散シ、
白峯
兄ノ
寓ニ
至ル、
第九字諸兄
卜同
ジ
クデ
!ポ!
ニ至
リ、
長谷川兄
ガ死
体ノ至ルヲ
待ツ
、
蓋福井県
・日下
部太郎先
年病死、
此ノ地
ニ 葬
ル、
依テ
其ノ側
一一 葬ラ
ンガ為
也、
第十字死体及
ウィ
ルソ
ン・
山
本・
松本
・馬込等至
ル、
此ニ
於テ車
一一 載セ送テ
、
墳墓
一 一至
ル、
一諭経
スル
者ブ
ロヘツ
ソル
ドリ
lル
・同ラ
lリ
l及
他
合シ
テ三名
也、
長谷川兄
海外一一
来リ、
強
テ勉
学シ
病一一
依テ
其ノ
天命ヲ終
フ、
鳴呼哀哉馳担保袖
ヲ泊
ス、
帰路大沢
ノ寓
及小川
ノ寓
ヲ
問ヒ、
馬込
ト旧ヲ話
シ、
勿々子
ヲ分
ツ、
横尾
某・大
塚ノ一
房ニ宿
ス
記者日、
松本
は松本荘
一郎
なる
べし、
現在法学博士
・松
本蒸治
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氏の厳
君にし
て鉄
道局
長な
り
二十
一日、
晴、
出校、
此日
ヨリ休
業、
ジヤ
ンソン
兄ニ
ユlヨ
ルクニ
赴
ク
二十二
日、
雪、
タ第
五(子大塚
・国
司卜同
ジク
ソン
デ!スク
ール
ニ至
リ、
キリスト
マス
ノ饗
応ヲ受
ケ、
氷牛酪及菓子ヲ喫
シテ
帰ル、
蓋我
ガ恵
夷寿講
ノ如ク
、
児輩
コレガ
為
-一喜ブ
コト
甚シ
二十
三
日、
風雨、
午後
大塚
ト田尻
ノ寓
ニ至
リ万国史ヲ
読ム、
此家キ
リス
トマス
ノ贈
物ヲ
柏木一一結
付ケ、
書院-一立テ、
燭ヲ点
ジ、
贈物ヲ
家族一一分
ツヲ
以テ例
ト
ス、
依テ予等ヲ留
メ、
其ノ例
ヲ見
セ
ントス
、
《論文および史料紹介》永井久一郎と専修大学創立者たち
予等夕食ヲ
喫シ
留ル
、
九字一一至テ帰
ル
二十四日
、
日曜
日、
晴、
ソン
デlスク
ール
ニ出
席ス、
小川
ノ寓
ニ至
ル、
談ジ
テ
十二
字一一至
ル、
帰路小川
ト同
ジ
ク南部
・奈良両兄 ヲ問
フ、
不在、
蓋シ両
兄ニユ
!
へブン
ニ転
移セ
ントス
、
依テ別ヲ告
ント
欲セ
シ也
、
午後小川
・大
沢至
ル、
タ小川至
ル
二十
五日
、
。}日己
5 8晴
、
朝奈良
・山
川来
ル、
第十
二字
国司
・田
尻・大
沢至
ル、
此日
寓
ノ老
堀予
ノ朋
友ヲ招キ午食ヲ呈
スト
一五
フ、
故
ニ諸
兄来テ午食ヲ
喫ス、
第三字
大
塚・田
尻・
国司ト同
ジ
クモ
リl
先
生ヲ問
フ、
帰路南
朝日
ノ寓
ヲ
問フ
、
松本荘
一郎
先ニ在
リ、
晩 霧 甚
シ
二十
六日
、
晴、
朝山川
ヲラヰリ
l先
生ノ
家一一間
フ、
帰路小川ヲ問
フ、
午後
霧フ
ル 、
田尻
ヲ問
フ、
及ビ曾根一一答
フ、
夜散歩
シテ
ポ
スト
ニ至
リ、
再ビ小川ヲ
問フ
、
夜雨
二十
七日
、
晴、
朝山川ヲ問
フ、
在ラズ、
午後
田尻
来
ル、
大塚兄
卜万
国史ヲ読
ム、
夜大塚
ト散歩途中大沢
・小
川-一逢
ヒ、
相携テ大沢
ノ寓
一至
ル
二十
八
日、
晴、
朝山川ヲ問
フ、
不在、
午後
田尻来
ル、
大塚
兄ト同
ジ
ク万国史ヲ読
ム、
後共-一散
歩シ、
夜大塚
トポ
スト
ニ至
ル、
小川-一逢
フ、
小川
来リ話
ス
二十
九日
、
叢雨
ト
ナル
、
朝山川兄来テ別ヲ告
グ、
兄 将 - 一
ボ
ストン
ニ
赴カ
ントス
、
後朝
日二子
ヲ
問フ
、
不在、
帰路大沢
ノ寓
ヲ問
フ、
午後
田尻
来リ、
大塚兄
ト万国史ヲ
読ム、
晩 朝
日兄ヲ
問ヒ、
夜散歩
ス
三十日
、
陰天屡
雨フ
ル 、
朝大塚
兄ト同
ジ
ク休浴一一赴
ク、
午後
兄卜田
尻ヲ問
フ、
田尻
病一一臥
セリ
、
此一一於テ談ズ
ル、
少時
兄ノ机
上ノ
日 誌
及新聞雑誌
アリ
、
欣 然
開テ之ヲ
見ル
皇 朝
ノ形 勢 粗
知ル
ニ足
ル
記者日、
日誌及
新聞雑誌
と
ある
は当
時刊行
の雑
誌にし
て 、
「新
聞雑誌」
は明
治元
年初号
を出せ
り、
半紙七八枚を綴ち
絵入
にて
木板
なり
、
日誌は未
だ考
へ得ず、
江城
日誌
・市
政日
誌
・鎮
台日
誌等あ
れ
ど単
に
日誌と
題せしも
のあ
リし
ゃ否
や未だ
確め
得ず。
三十
一日、
日曜日、
雨、
ソン
デl
スク
ール
ニ出
席ス
、
チユ
ルチ
ニ詣
デ帰
ル、
午後田
尻兄ヲ問
フ、
小川ヲ問
フテ
帰ル
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西暦
一千八百七十
一年
ヲ了
ス
記者日く、
先生
の渡
航日
記こ〉に
了る、
巻尾に
未定稿と
題し
て
詩若干
を記
載せ
られた
り、
多く
は添剛塗抹の
跡甚読
み難
し、
困
て僅に数
首 を
録す
